
令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 京都府 】  

学校名【 京都府立綾部高等学校 】 
        

＜スポーツ庁テーマ＞   

１実践テーマ 【 Ⅲ・Ⅴ 】 

２実施対象者 スポーツ総合専攻1年～3年11８名（男子77名、女子41名） 

1年普通科180名（男子57名、女子123名） 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（体育・スポーツ概論） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４目 標  

（ねらい） 

 オリンピアンの話を聞くことにより、競技力の向上と精神面の

向上を目指す。 

 オリンピック・パラリンピックの目的や意義を理解し、スポーツ

への関心を持ち、生涯にわたりスポーツ文化へ関わることができ

るようにする。 

５取組内容 （１）佐野優子氏の講演会とバレーボール部への実技指導 

12月１日（火）北京・ロンドンと２回の五輪に出場され、ロン

ドン五輪では銅メダルを獲得されたバレーボール女子の佐野優子

氏をお迎えし、「意志を持つことの大切さ」と題し講演会を行った。 

対象生徒は、スポーツ総合専攻の１～３年生とした。また、講演

終了後には、バレーボール部の男女に対し講習会を行っていただ

いた。 

 生徒の感想 

・今日の講演会を聞いて、本当に強い人は楽な方を選ばないと感

じました。オリンピック直前にメンバーを落とされたのに諦めず

に努力し続けるのは本当にすごいと思ったし、自分には必要なこ

とだと感じました。僕はこれまであまり努力してきたとは言えな

いので、この講演会を機にこれからの人生で少しでも本気で努力

するきっかけを増やしたいと思いました。 

・佐野さんとは比べものにならないですが、自分も部活動で結果

が出せなくて悔しい思いをしたことがあって、やっぱり「意志」

は大切なものだと思いました。 

 私はもう本気でスポーツに取り組むことはないですが、スポー

ツをやるうえだけではなく生きていくうえで強い意志を持って何

かをすることは本当に大切なことだと思いました。心が折れそう

なとき、「原点に返る」「自分がどうしたいか、どうなりたいか」

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



を考えることが、何かの道しるべになるだろうなと思いました。

今日、学んだことはこれからずっと生かしていきたいです。 

 動画を見ていて、オリンピックは素敵だなぁと思いました。本

気で打ち込むことの素晴らしさ、かっこよさ、尊さを感じました。

生まれ変わって、もし今日のことを覚えていたら、オリンピック

を目指して何か一つのことにかけるのもいいなぁと思いました。

これから大学に行っても強い意志を持って勉強を頑張ります。あ

りがとうございました。 

   
 

（２）体育理論でのオリパラ教育 

 体育授業の体育理論の中で、教科書や「I’mPOSSIBLE」を活

用しながら、オリンピック・パラリンピックの目的や意義の理解

に努めた。 

（３）オリパラだよりの発行 

 毎月、体育科より「オリパラだより」を発行し、教室掲示並び

に教職員にも配付した。 

６主な成果 

 

 オリンピアンを招き、実際に体験してきたこと、考えてきたこと

を分かりやすく話していただき、生徒の心に残ったのではないか

と思う。また、バレーボール部の生徒は、間近で直に教えていただ

き貴重な体験となった。 

 「オリパラだより」の発行で過去の日本選手の活躍を特集したり

してオリンピック・パラリンピックの歩みを伝えることができた。 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

 コロナ禍での講演会だったので、聴講できる生徒の数とソーシ

ャルディスタンスに気をつけて実施した。 

 授業時間内での講演会となったため、実技講習会との時間の工

夫が必要であった。 

８主な課題等 本年度はコロナ感染拡大の影響により、中丹支援学校とのスポ

ーツ交流会を見合わせた。毎年交流できていたので非常に残念で

あった。 

 また、市の行事である「あやリンピック」に毎年ボランティア

で参加していたが、こちらも中止となってしまった。 

 来年度以降も継続してできる事柄を精選してやっていきたい。 

９来年度以降の

実施予定 

１年延期された東京オリンピック・パラリンピックがいよいよ

開催されるので、多くの生徒が関心を持ってテレビ等も含めて観

戦し、スポーツに興味を持ち、授業や生涯にわたって関わってく

れるように啓発ができたらと考える。 

 また、費用を必要としない方法で、支援学校等と今後も交流を

続けていきたい。 

 


